
【アウトプット】
交通機関別OD交通量
鉄道の経路別交通量
鉄道の断面交通量

鉄道輸送需要の分析・評価

 幹線鉄道の将来需要の分析業務を支援します。
 輸送施策（運賃・料金、所要時間など）に応じた需要を定量的に評価します。

情報解析研究室

一般的に交通需要予測に用いられる四段階推計法を基本として、交通機関へ
の嗜好性や、幹線鉄道と航空機など複数の幹線交通を乗り継ぐ経路（混合経
路）、駅勢圏を考慮した、幹線鉄道の需要分析を行います。

概 要

第３段階 第４段階

どの交通機関を
使いますか?

第２段階

ゾーンA

ゾーンB

予備 第１段階

ゾーンA

ゾ

ー
ニ
ン

グ

発生・集中交通量

何人行きますか？
何人来ますか？

どこからどこへ
何人行きますか？

分布交通量 交通機関分担 経路配分

どの鉄道路線を
通りますか?

四段階推計法

主要空港

混合経路選択モデル

駅勢圏モデルによる駅勢圏推定

発地 着地

経路1

経路3

経路2

最寄空港出発空港

駅の利便性

アクセス交通の状況

幹線鉄道

幹線鉄道の
利用率

高

低

安さ？ 速さ？

定時性？

荷物の運び
やすさ？

嗜好性を考慮した交通機関選択モデル

好き嫌い

駅旅客数の分析・推定

 駅の旅客数データ等の詳細な分析や将来の旅客数予測作業を支援します。
 駅利用者の特徴を明らかにして駅の設備投資計画や出店計画等を支援します。

駅別乗降客数データや人口統計データ等を活用して、駅ごとの利用者の特徴分
析や、将来の旅客数予測を行います。また、駅勢圏推定手法と組み合せて、よ
り詳細な分析や予測を、従来手法と比較して低コストで実施することができます。

概 要

情報解析研究室

駅の旅客需要の詳細な予測 駅利用者の特徴の分析
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図１ 需要分析・評価の流れ

図１ 駅旅客数の分析・推定のイメージ

17

駅勢圏推定手法※
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駅名 駅コード 発 着 発 着

E駅 101 6615 2870 2838 6570

F駅 102 4296 3882 4159 4133

G 駅 103 3276 1439 1353 3187

H 駅 104 2231 9293 9812 2236

I駅 105 7949 2439 2423 8143

J駅 106 6275 4545 5577 6153

K駅 107 6663 3082 1689 7165

L駅 108 1148 4368 4284 1216

M 駅 109 3245 6691 5679 3400

N 駅 110 7319 9331 8848 6890

O 駅 111 722 8550 8828 657

駅別発着旅客数

上り 下り駅別乗降客数データ


